
                             
平成２５年８月２８日 

 
 
 
 
 
 
 この度独立行政法人建築研究所では、建築研究資料「建築物の長期使用に対応した外装・

防水の品質確保ならびに維持保全手法の開発に関する研究」をとりまとめ、ウェブサイト

に掲載しましたのでご案内致します。 
 この研究資料は、建築物の長期使用に対応した材料・部材の品質確保・維持保全手法の

開発に関する研究の一環として行った、外装仕上げ及び防水分野の検討結果をとりまとめ

たものです。“仕上塗材、塗料”、“タイル張り仕上げ、モルタル塗仕上げ”、“外壁カーテン

ウォール等”、“メンブレン防水、シーリング防水”を対象とし、リファレンス・サービス

ライフの提案、経年劣化の体系化、劣化度判定に使用する標準パターン写真の整備等を行

った結果を各章で報告しています。終了後25年余を経過した「建築物の耐久性向上技術の

開発」（旧建設省建築研究所、1980～1984年）の成果について、現状の技術や社会的状況に

適合できるよう見直すことも目的とし、一部の成果は同プロジェクトの成果を基に検討を

行っています。 
建築物の設計や維持保全に携わる関係各位に広く閲覧、活用いただき、建築物の長寿命

化に寄与することを期待しています。 
 建築研究資料は、web版として下記URLよりダウンロード可能です。また、製本版につ

いては後日出版予定です。 
 
 
ダウンロードURL 

http://www.kenken.go.jp/japanese/contents/publications/data/145/index.html 
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